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大
通
り
沿
い
の
旧
福
田
屋
百

貨
店
前
に
設
置
さ
れ
る
有
料
観

覧
席
で
は
、
複
数
の
山
車
が
向

か
い
合
い
、
お
は
や
し
を
競
演

す
る
「
ぶ
っ
つ
け
」
を
間
近
で

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
製
木
札
と
山
車
会
館
無
料

の
特
典
が
付
い
て
２
，
０
０
０

円
（
当
日
２
，
２
０
０
円
）。

10
日
、11
日
と
も
①
午
後
２
時
、

②
同
３
時
50
分
、
③
同
６
時
40

分
（
各
80
分
制
）。
一
部
完
売
。

　

お
求
め
は
栃
木
市
観
光
協

会
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
。

　

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
の
メ
イ
ン

と
な
る
山
車
巡
行
に
は
、
９
台

の
山
車
と
獅
子
頭
が
登
場
。

　

10
日
（
土
）
11
日
（
日
）
に

は
、
午
前
９
時
か
ら
各
町
内
や

駅
へ
の
巡
行
を
行
い
、
午
後
１

時
半
と
同
６
時
半
に
大
通
り
に

勢
ぞ
ろ
い
し
、
特
設
会
場
を
練

り
歩
き
ま
す
。

　

夜
は
、
午
後
７
時
30
分
ま
で

会
場
内
の
街
路
灯
が
消
さ
れ
、

ち
ょ
う
ち
ん
の
明
か
り
に
照
ら

さ
れ
る
幻
想
的
な
山
車
の
姿
が

楽
し
め
ま
す
。

　

９
日
（
金
）
の
こ
ど
も
山
車

ま
つ
り
に
は
、
市
内
各
地
域
の

小
学
校
よ
り
３
・
４
年
生
の
児

童
１
，
３
０
０
人
が
参
加
。
元

気
に
山
車
を
引
き
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
正

午
と
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
午

後
３
時
30
分
ま
で
会
場
内
を
巡

行
し
ま
す
。

９
台
の
山
車
と
獅
子
頭

夜
は
さ
ら
に
幻
想
的
！

こ
ど
も
山
車
ま
つ
り
に

児
童
１
，
３
０
０
人
登
場

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市
内

各
地
域
（
栃
木
、
大
平
、
藤
岡

都
賀
、
西
方
）
の
お
は
や
し
や

和
太
鼓
の
演
奏
、
神
楽
の
奉
納

な
ど
の
郷
土
芸
能
の
披
露
が
各

会
場
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
物
産
品
の
販
売
や
観

光
案
内
な
ど
を
行
う
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
を
設
置
す
る
ほ
か
、
フ
ー
ド

コ
ー
ナ
ー
や
茶
屋
、
菊
花
展
や

盆
栽
展
な
ど
の
催
し
が
目
白
押

し
。 郷

土
芸
能
や
物
産
販
売

記
念
行
事
が
て
ん
こ
盛

　

車
で
の
来
場
者
の
た
め
に
、

10
日
と
11
日
は
市
役
所
を
は
じ

め
旧
福
田
屋
立
体
駐
車
場
、
旧

第
一
小
学
校
、
栃
木
警
察
署
跡

地
、
文
化
会
館
、
南
中
学
校
、

東
中
学
校
、
下
都
賀

庁
舎
な
ど
８
カ
所
の

有
料
駐
車
場
を
用
意

し
ま
し
た
。
料
金
は

５
０
０
円
（
２
０
０

円
分
の
感
謝
券
付
）

で
す
。

　

ま
た
、
総
合
運
動

公
園
と
イ
オ
ン
栃
木

店
に
無
料
駐
車
場
を

用
意
。
会
場
ま
で
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

　

一
方
、
遠
方
か
ら

の
来
場
者
の
た
め
に
、

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
等

会
場
ア
ク
セ
ス
を
充
実

有
料
観
覧
席
で
迫
力
の

ぶ
っ
つ
け
を
体
験
し
て

●11 月９日（金）こども山車まつり　10日（土）11日（日）本まつり
●とちぎ蔵の街大通り

　とちぎ秋まつりが２年ぶりに開催されます。まつり期間中は豪華絢爛な江戸型人形山車の

巡行をはじめ、各種協賛行事や見どころが盛りだくさん！！みなさんも栃木市が誇る伝統の

まつりに足を運んでみませんか。

ま
つ
り
会
場
の
ほ
か
に
栃
木
駅

に
お
い
て
、
栃
木
市
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
ス
タ
ッ
フ
が
観

光
案
内
を
行
う
ほ
か
、
無
料
駐

車
場
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
内

で
も
、
同
会
ス
タ
ッ
フ
が
同
乗

し
、
ま
つ
り
の
見
ど
こ
ろ
な
ど

を
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

　栃木に山車が誕生したのは、明
治７（1874）年県庁構内で行わ
れた神武祭典のときでした。倭町
三丁目が東京日本橋の町内が所有
する山王祭出御の静御前の山車を
購入し、泉町が宇都宮から買い求
めた諫鼓鶏の山車を賑やかに参加
させたのが始まりです。

　これを機に山車への関心が高まり、各町とも大工や人形師に山車を作らせ
る動きが活発となりました。
　明治 26（1893）年、栃木県最初の商工会議所開設認可に係る祝典では、
万町一、二、三丁目が三国志の人形を、東京日本橋本石町に住む人形師・三
代目原舟月に、倭町二丁目は神武天皇の人形を乗せた山車を新調して参加し
ました。このときは、新旧６台が競演することとなり、町をあげての喜びに
ひたりました。
　さらに明治 39（1906）年の神明宮・招魂社祭典では、室町が桃太郎の山
車で参加して、今日のかたちができあがりました。また、大町の弁慶の山車
や明治の初めに購入した倭町一丁目の獅子頭が祭りの華やかさに花を添えて
います。

　昭和 12（1937）年の市制
施行祝賀を境にしてからは、
おおよそ５年ごとに開かれる
ようになり、市発展を祝うま
つりへと目的を変え、現在で
は隔年開催となっています。

　栃木の山車まつりの名目は、当初神武祭と
なっていましたが、その後、神明宮・招魂社
祭典を主軸に、会議所の祝典、ご大典奉祝祭
に巡行してきました。


